
　

宝
蔵
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃

よ
り
宇
治
別
格
本
山
の
諸
活
動
に
ご
愛
念
と
ご
理
解

を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
数
は
、
依

然
高
止
ま
り
の
状
況
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
通
り
マ
ス
ク
の
着
用
や
三
密
を
避
け
る
等
の
対

策
を
取
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の

ニ
ュ
ー
ス

が
連
日
の

よ
う
に
放

映
さ
れ
て
、

世
界
的
に

混
沌
と
し

た
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
現
実
界
で
の
働
き
だ
け
で

は
な
く
、
霊
界
か
ら
の
様
々
な
働
き
か
け
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
宝
蔵
神
社
は

生
長
の
家
の
信
徒
の
ご
先
祖
様
を
お
祭
り
し
て
、
聖

経
読
誦
の
供
養
を
行
う
神
社
と
し
て
昭
和
三
十
五
年

八
月
に
落
慶
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
単
に
ご
先
祖

様
を
お
祭
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
ご
先
祖
の
御
霊
様

を
お
守
り
お
導
き
く
だ
さ
る
神
霊
及
び
仏
霊
の
ご
降

臨
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
本
尊

曼
荼
羅
に
生
長
の
家
の
大
神
様
を
は
じ
め
と
し
て
大

国
主
命
様
、
観
世
音
菩
薩
様
、
地
蔵
大
菩
薩
様
、
阿

弥
陀
如
来
様
の
、
諸
神
諸
菩
薩
様
の
ご
降
臨
を
お
願

い
さ
れ
ま
し
て
、
紫
雲
殿
に
お
祭
り
さ
れ
て
お
り
ま

す
霊
宮
聖
使
命
菩
薩
（
永
代
祭
祀
）
の
御
霊
様
及
び
、

光
明
宮
・
宝
藏
宮
に
お
祭
り
さ
れ
て
お
り
ま
す
霊
宮
聖

使
命
会
員
の
御
霊
様
、さ
ら
に
霊
殿
に
お
祭
り
さ
れ
て

お
り
ま
す
霊
牌
祭
祀
の
御
霊
様
を

（
次
頁
に
続
く
）

宝
蔵
神
社
の
先
祖
供
養

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 
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お
守
り
お
導
き
く
だ
さ
り
、
霊
界
か
ら
、
人

類
光
明
化
運
動
・
国
際
平
和
信
仰
運
動
に
お

働
き
く
だ
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

聖
典
『
生
命
の
実
相
』
霊
界
篇
の
霊
界
通

信
の
中
で
、
高
級
霊
ヴ
ェ
ッ
テ
リ
ヌ
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
前
に
、
あ
る
高
い
霊
圏
で

一
群
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
地
上
に
向
か
っ
て
何

か
光
る
白
布
の
よ
う
な
も
の
を
打
ち
振
っ
て

い
る
光
景
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
箇
所

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ

る
で
あ
ろ
う
戦
争
の
悲
惨
の
程
度
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
す
べ
く
、
光
明
の
念
波
を
送
っ

て
い
る
の
だ
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

　

宝
蔵
会
の
皆
様
合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
蔓
延
防

止
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
、
宇
治
別
格
本
山

で
も
土
曜
日
と
日
曜
日
の
日
帰
り
講
話
が
再

開
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
二
年
ぶ

今
回
発
生
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
事
変

は
多
く
の
人
々
の
念
の
集
積
に
よ
っ
て
形
作

ら
れ
た
〝
念
の
フ
ィ
ル
ム
〟
が
具
体
的
に
形

と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
念
の

フ
ィ
ル
ム
は
、〝
神
〟
ま
た
は
〝
高
級
霊
〟
の

働
き
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
宝
蔵
神
社
に
お

祭
り
さ
れ
て
い
る
多
く
の
御
霊
様
も
、
本
尊

神
霊
の
諸
神
諸
菩
薩
様
の
お
導
き
を
う
け
て
、

霊
界
か
ら
様
々
な
光
明
の
働
き
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
々
感
謝

を
込
め
て
、
祈
り
、
真
理
の
言
葉
の
供
養
を

続
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
に
皆
様
の
前
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
宇
治
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

世
界
的
に
は
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
猛
威
を
奮
っ
て
お
り
、
新
種
も
日
々
誕
生

し
て
い
ま
す
。
終
息
は
い
つ
に
な
る
の
か
予

断
を
許
さ

な
い
状
況

で
す
。
で

は
、「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
」
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

　

谷
口
雅
春
先
生
は
著
書
『
神
真
理
を
告
げ

給
う
』
に
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
病
菌

と
見
え
る
者
は
、〝
わ
た
し
〟（
神
）
が
墜
落

し
か
け
て
い
る
魂
に
墜
落
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
電
報
を
配
達
さ
せ
る
た
め
の
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
そ
れ
は
神
の

罰
で
も
神
の
鞭
で
も
な
い
。
そ
れ
は
神
の
救

け
の
綱
で
あ
り
、
墜
落
を
防
い
で
や
る
た
め

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。」

（
十
九
頁
）

　

現
在
の
世
界
文
明
は
、
欲
望
の
ま
ま
に
地

下
資
源
を
浪
費
し
て
環
境
を
破
壊
し
、
利
便

性
だ
け
を
追
求
し
て
大
量
生
産
大
量
消
費
す

る
自
堕
落
な
破
滅
的
な
も
の
で
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
数
十
年
後
に
は
地
球
に
生
物
が
住
め

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
起

明るい希望をもって一日を出発しよう

随想

管
理
部

主
任 

小
野
大
作

世
界
の
情
勢
を
考
え
る
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明
に
向
け
て
生
活
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
で
す
。

　

世
界
で
は
他
に
も
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
攻
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
同
時
に

起
っ
て
い
ま
す
。
人
類
の
歴
史
は
弱
肉
強
食

の
侵
略
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
過
去
の
人
類
の
業
が
自
壊
し
て
大
浄
化

が
行
わ
れ
て
い
る
節
目
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
。
我
々
生
長
の
家
の
信
徒
は「
祈
り
」か

つ
行
動
す
る
の
が
基
本
原
則
で
す
。
総
裁
谷

口
雅
宣
先
生
の
発
表
さ
れ
た
「
世
界
平
和
の

祈
り
」
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
厳
修
し
て
、
明

る
く
楽
し
い
新
文
明
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。

こ
り
、
世
界
の
動
き
が
一
時
的
に
ス
ト
ッ
プ

し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
新
し
い
文
明
に
転

換
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
訳
で
す
。

我
々
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
さ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
以
前
と
同
じ
状
況
に
戻
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
事
で
す
。
神
・
自
然
・

人
間
の
大
調
和
を
祈
り
、
持
続
可
能
な
新
文

で
地
元
の
浅
間
神
社
に
参
拝
し
て
神
想
観
を

実
修
し
た
。
辺
り
は
雪
が
積
も
り
、
火
の
気

の
全
く
な
い
極
寒
の
境
内
は
深
閑
と
し
て
い

た
。
先
生
は
毎
朝
こ
こ
で
祈
っ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

数
年
後
、
先
生
は
本
部
練
成
道
場
（
飛
田

給
）
に
異
動
さ
れ
、
一
九
八
七
年
か
ら
は
宇

治
別
格
本
山
の
総
務
を
拝
命
さ
れ
た
。
そ
こ

で
再
び
楠
本
先
生
と
出
会
い
、
二
〇
〇
〇
年

に
私
が
本
部
に
転
勤
す
る
ま
で
仕
え
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

あ
る
日
、
楠
本
先
生
に
、「
本
部
講
師
補

の
試
験
を
受
け
た
い
の
で
す
が
」
と
お
伝
え

す
る
と
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
進
学
す
る

こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
ま
だ
若
く
視
野
が
狭

か
っ
た
私
は
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
長
い
遠

回
り
を
す
る
よ
う
な
印

会
だ
っ
た
。
当
時
の
先
生
は
〝
愛
の
行
者
〟

そ
の
も
の
と
い
っ
た
印
象
で
、
た
と
え
ば
道

場
の
廊
下
で
合
掌
し
て
す
れ
違
う
と
き
、
演

壇
で
穏
や
か
に
講
話
さ
れ
て
い
る
と
き
、
湯

船
に
浸
か
っ
て
瞑
目
合
掌
さ
れ
て
い
る
と
き
、

先
生
の
雰
囲
気
か
ら
、
日
々
唱
え
て
い
る
聖

句
の
言
葉
が
光
を
放
ち
、
一
挙
手
一
投
足
に

中
心
帰
一
の
誠
意
が
滲
み
出
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

　

そ
の
年
の
暮
れ
、
青
年
会
の
仲
間
た
ち
と

車
二
台
に
乗
り
合
わ
せ
新
春
練
成
会
に
参
加

し
た
。
練
成
中
の
早
朝
、
楠
本
先
生
の
先
導

　

こ
の
三
月
、
楠
本
加
美
野
先
生
が
彼
岸
へ

と
旅
立
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、
楠
本
先
生
を

通
し
て
神
さ
ま
か
ら
幸
さ
き
はえ
ら
れ
た
恩
恵
は
計

り
知
れ
な
い
。
私
も
そ
の
恵
み
を
戴
い
た
一

人
で
あ
る
。

　

先
生
と

の
出
会
い

は
四
十
数

年
前
、
富

士
河
口
湖

道
場
で
の

一
般
練
成

祈るたび毎にあなたの魂は浄められる

（
６
頁
に
続
く
）

楠
本
加
美
野
先
生
の
こ
と

埼
玉
教
区
・
群
馬
教
区
教
化
部
長

久
都
間 

　
繁

宝　　蔵
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※参加は事前予約制となっております。2日前までには、お電話または申込フォーム（本山ホームページ、Facebookページ
からお入りいただけます）にてお申し込みください。分からないことがありましたら、練成部 (0774-21-2153)までご
連絡ください。

10:10～11:00 開会の祈り・実相と現象 清水　志郎 『この星で生きる』『幸福を招く365章』
11:15～12:00 神は親であり、吾は神の子である 阿部　秀輝 『この星で生きる』『幸福を招く365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:45 神の子の自覚が前途を照らす 岡田　浩二 『この星で生きる』『幸福を招く365章』
14:00～14:45 運命の主人公を生きる 榎本　一子 『この星で生きる』『幸福を招く365章』
14:45～15:20 蓮華日宝王地観 実修・閉会の祈り 榎本　一子

10:10～11:00 開会の祈り・日時計主義の生活 岡田　浩二 『この星で生きる』『幸福を招く365章』
11:15～12:00 朗らかに笑って生きよ・朝の時間を生かせ 榎本　一子 『この星で生きる』『幸福を招く365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:45 光明の生活法 堀端　芳樹 『この星で生きる』『幸福を招く365章』

14:00～14:50 思い切って立ち上がれ、道はそこから開けていく・閉会の祈り 清水　志郎 『この星で生きる』『幸福を招く365章』

10:10～11:00 開会の祈り・世界は愛に満ちている 清水　志郎 『日々の祈り』『希望を叶える365章』
11:15～12:00 愛とは自他一体の心 榎本　一子 『日々の祈り』『希望を叶える365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:45 愛は円環 ～与えよさらば与えられん～ 新宮　一 『日々の祈り』『希望を叶える365章』
14:00～14:45 愛の表現で、運命は変わる 岡田　浩二 『日々の祈り』『希望を叶える365章』
14:45～15;20 実相円満誦行 実修・閉会の祈り 岡田　浩二 『新しい文明を築こう・中巻』

10:10～11:00 開会の祈り　神・先祖・父母に生かされて 榎本　一子 『日々の祈り』『希望を叶える365章』
11:15～12:00 使命に生きよ 田野　靖彦 『日々の祈り』『希望を叶える365章』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:45 神の子の“光の因縁” 清水　志郎 『日々の祈り』『希望を叶える365章』
14:00～14:50 悦びの先祖・流産児供養について　閉会の祈り 堀端　芳樹 『霊供養入門』

10:10～11:00 開会の祈り・神がすべてである 岡田　浩二 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』
11:15～12:00 「祈り」は命の宣り言 千羽　真平 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』
12:00～13:00 昼食・休憩
13:00～13:45 常に祈りと共に 榎本　一子 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』
14:00～14:45 祈りは必ず叶えられる 清水　志郎 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』
14:45～15:20 祈り合いの神想観 実修・閉会の祈り 清水　志郎 『新しい文明を築こう・中巻』

10:10～11:00 開会の祈り・みんな神の子素晴らしい 榎本　一子 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』
11:15～12:00 汝の隣人を愛せよ ～実相を拝みましょう～ 岡田　浩二 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』

昼食・休憩
13:00～13:45 良き「想い」「行為(おこない)」の種を蒔け 清水　志郎 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』
14:00～14:50 唯心所現と唯神実相・閉会の祈り 堀端　芳樹 『新しい文明を築こう・中巻』『伸びゆく日々の言葉』

10:10～11:00 開会の祈り・罪本来なし 岡田　浩二 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
11:15～12:00 浄心行について 榎本　一子 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
12:00～13:00 浄心行用紙記載・昼食・休憩
13:00～13:45 お父さんお母さんに感謝しよう 小野　大作 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
13:55～15:00 浄心行実修・閉会の祈り 清水　志郎 聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

10:10～11:00 開会の祈り・死する事なき金剛不壊の霊なる自分 田野　靖彦 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
11:15～12:00 神の子を自覚した時、病気は消える 岡田 伊都子 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』

昼食・休憩
13:00～13:45 心と運命 堀端　芳樹 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』
14:00～14:50 どんな境遇も魂を磨くための砥石・閉会の祈り 岡田　浩二 『光明法語』『いのちを引き出す練成会』

18日土 祈り合いの神想観

5日 日
生長の家の
“悦び"の生活

12:00～13:00

12:00～13:00

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

昼食希望の方はご予約ください

愛を表現しよう土

4日 土 人間は神の子である

12日
悦びの

先祖・流産児供養日

26日日

19日日

25日土

病本来なし

人間関係調和の秘訣

浄　心　行

11日

5 月 16日午後 3時 30分より「先祖・流産児供養祭」が執り行われます。記載した霊牌を奉納金 1柱 100 円以上を添えて現金書留にてお送りくだされば、
宝蔵神社霊殿に奉安されます（〆切は13日必着）。「先祖・流産児供養祭」はFacebook 投稿からライブ配信いたします。ぜひご覧ください。

日付・曜日 テーマ 時　　間 講話 及び 行 講　師 テキスト

こちらが微笑すれば人生も微笑する

６月  ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム 〈会場：大講堂〉
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、30名まで参加できます。

宝　　蔵 No.90
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会場での講話聴講にぜひお越しください

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着３０名までとなっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・1,500円／子供(3歳～12歳)・・750円

◆健康リスクを踏まえ、以下の条件に当たる方の参加は遠慮いただいています
・基礎疾患をもった方
（糖尿病、心不全、呼吸器疾患(COPD等)の方、透析を受けている方、免疫抑制剤や抗
がん剤を用いている方）

・体調不良（体温37.0度以上、息苦しさ、咳、だるさ、吐き気等）の方
◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山何ではマスクの着用をしてください(一枚50円で受付でも販売しています)。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス(約2メートル)を守り、身体的接触(握手やハグ)は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方の参加はお断りいたします。

◆受付時
・申込用紙の体調記入欄を必ずご記入ください。
・検温を実施いたします。体温37.0度以上の方は参加をお断りいたします。

◆会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っています。椅子の移動はご遠慮ください。
・至近距離での会話、大声での会話はしないでください。
・飲食はご遠慮ください。

◆食堂使用時の注意事項（昼食利用の方は事前にご予約ください）
・マイ箸・マイボトル・ハンカチをご持参ください。
・１テーブルに１名ずつ座り、皆、同じ方向を向いて食事をしてください。
・食堂内での会話はしなくでください(黙食)。

◆お申し込み方法（締切：参加日２日前まで）
・練成部へのお電話(0774-21-2153)または申込フォーム(Facebook及び
ホームページから入れます)にて、名前・県名・電話番号・参加希望日
等を伝え、お申し込みください。

肉体を癒す力は、人間内部の生命力にある

宝　　蔵令和４年６月１日
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楠
本
加
美
野
先
生　

ご
昇
天
の
こ
と
謹
ん

で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
だ
先
生
が
本
部
講
師
に
な
ら
れ
て
間
も

な
い
こ
ろ
、
私
は
高
校
生
、
宇
治
の
練
成
会

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

献
労
は
、
宝
蔵
神
社
本
殿
前
の
整
地
で
、

赤
土
を
モ
ッ
コ
で
担
ぎ
、「
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
」
を
先
生
と
一
緒
に
絶
え
間
な
く
唱
和

し
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
赤
土

を
担
ぎ
な
が
ら
の
そ
の
時
の
先
生
の
お
言
葉

が
今
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
は
「
神
と

と
、
驚
き
と
も
悦
び
と
も
つ
か
ぬ
興
奮
し
た

声
を
響
か
せ
て
明
る
く
語
っ
て
い
た
の
を
思

い
出
す
の
で
あ
る
。

　

楠
本
先
生
に
ま
つ
わ
る
温
か
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、ご
縁
の
あ
っ
た
人
の
数
だ
け
あ
り
、そ

れ
ぞ
れ
が
人
生
を
光
明
生
活
へ
と
好
転
さ
せ

た
物
語
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
先
生
は
、
そ
れ
だ
け
皆
の
た
め
に
祈

り
、
ご
縁
あ
っ
た
ひ
と
り
一
人
を
愛
し
て
菩

薩
の
道
へ
と
導
き
、
神
さ
ま
の
使
徒
と
し
て

人
類
光
明
化
運
動
に
身
を
捧
げ
ら
れ
た
の
だ
。

享
年
百
歳
。
愛
の
行
者
と
し
て
の
荘
厳
な
ご

生
涯
を
、
今
さ
ら
な
が
ら
に
想
う
の
で
あ
る
。

て
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
未
熟
な
信
仰
と
、

休
ん
だ
こ
と
の
お
詫
び
に
伺
う
と
、「
い
よ
い

よ
次
は
本
部
講
師
だ
な
」
と
、
再
び
思
い
が

け
な
い
言
葉
で
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
当
時
同
僚
だ
っ
た
女
性
職
員
か

ら
直
接
聴
い
た
話
だ
が
、
早
起
き
が
苦
手

だ
っ
た
彼
女
は
、
そ
の
日
は
早
朝
行
事
の
開

始
時
間
を
過
ぎ
て
も
起
床
で
き
ず
、
布
団
に

包
ま
り
眠
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
す
る
と
、
夢

枕
に
楠
本
先
生
が
現
れ
、
足
元
に
立
っ
て
、

じ
っ
と
合
掌
し
て
自
分
の
こ
と
を
拝
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
た
と
い
う
。「
い
っ
ぺ
ん
に
目

が
覚
め
て
、大
拝
殿
に
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
」

象
を
受
け
た
。
が
、
仕
事

の
傍
ら
勉
強
を
重
ね
、
立
命
館
大
学
の
哲
学

科
に
合
格
し
て
学
び
、
神
や
西
洋
思
想
に
つ

い
て
よ
り
深
く
研
鑽
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お

か
げ
で
、
後
に
真
理
の
書
を
正
確
に
読
み
解

く
〝
読
解
力
〟
や
、
思
想
を
鍛
錬
し
、
そ
れ

を
言
葉
で
表
現
す
る
力
を
培
う
た
め
の
掛
け

替
え
の
な
い
時
間
と
な
っ
た
。

　

先
生
が
一
人
ひ
と
り
の
魂
を
的
確
に
見
抜

き
、
目
先
の
判
断
を
越
え
た
適
切
な
指
導
が

で
き
た
の
は
、
偏
り
の
な
い
、
峻
厳
な
「
実

相
直
視
」
の
愛
あ
れ
ば
こ
そ
だ
っ
た
と
思
う
。

　

一
九
九
八
年
の
冬
、
私
が
肺
炎
を
発
症
し

て
入
院
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
お
見
舞
い
に

来
ら
れ
た
楠
本
先
生
は
、
ベ
ッ
ド
の
傍
ら
で

静
か
に
聖
経
読
誦
を
始
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
狭
い
大
部
屋
だ
っ
た
の
で
他
の
入
院
患

者
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
先

生
は
人
目
な
ど
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ

黙
々
と
ご
自

身
の
使
命
と

信
ず
る
こ
と

を
素
直
に
行

じ
て
お
ら
れ

た
。
退
院
し

父母はあなたをこの世に登場させてくださった恩人である

（
３
頁
か
ら
続
く
）

楠
本
加
美
野
先
生

追
悼

お
礼
状
第２弾

Ｅ
．
K   

（
80
代
）〈
女
性
〉
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か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、「
あ
り
が

と
う
！
あ
な
た
に
一
冊
差
し
上
げ
ま
す
」
と

見
ず
知
ら
ず
の
私
に
そ
の
場
で
お
福
分
け
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
大
切
な
宝
で
す
。

　

楠
本
先
生
の
こ
と
は
、
忘
れ
ま
せ
ん
。
先

生
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
事
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

楠
本
先
生
が
天
寿
を
全
う
な
さ
り
、
春
の

お
彼
岸
に
ご
昇
天
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、『
宝

蔵
』
で
知
り
、
山
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
先
生
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
く
ペ
ン
を

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
六
月
に
、
二
度
目
の
母
が
肺

が
ん
で
亡
く
な
り
ま
し
た
と
き
、
私
は
、
一

日
に
六
、七
回
軽
い
咳
が
出
て
い
ま
し
た
。病

気
知
ら
ず
で
い
た
母
が
、
突
然
肺
が
ん
末
期

の
診
断
で
、
三
ヶ
月
ば
か
り
で
亡
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
私
も
検
査
だ
け
は
し
て
み
よ
う

と
受
診
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
右
肺
に
二
セ
ン

チ
の
影
が
あ
り
、
入
院
日
、
手
術
日
ま
で
決

ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
、
丁
度
宇
治
一
般
練
成
会
十
日

は
？
と
言
わ
れ
れ
ば
、
い
ま
だ
に
判
ら
な
い
、

で
も
モ
ッ
コ
を
担
ぎ
続
け
る
ん
だ
よ
」
と
仰

い
ま
し
た
。

　

年
が
過
ぎ
て
、
夫
が
突
然
亡
く
な
り
、
ほ

と
ん
ど
の
財
産
を
主
人
の
弟
が
取
っ
て
い
き

ま
し
た
。
宇
治
に
走
り
、
楠
本
先
生
の
も
と

に
参
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
生
は
私
の
肩

に
手
を
や
り
、「
よ
く
死
な
な
か
っ
た
な
、
有

難
う
、
有
難
う
！
」
と
背
中
を
撫
で
続
け
ら

れ
、
共
に
涙
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
落
ち
着
い
て
か
ら
仰
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
、み

ん
な
上
げ
た
ん
だ
よ
」。

　

こ
の
お
言
葉
を
頂
い
て
い
な
か
っ
た
ら
、

私
は
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。先
生
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。只
々

感
謝
で
す
。

　

ご
昇
天
の
報
に
接
し
、
淋
し
く
、
悲
し
み

は
深
く
、
合
掌
礼
拝
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
中
か
ら
一
体
ど
れ
だ
け
の
方
が
幾
度

も
幾
度
も
先
生
に
よ
っ
て
、
救
わ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

あ
る
時

の
練
成

会
で
、
参

加
者
の
中

に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か

ら
楠
本
先
生
の
お
話
を
聴
き
に
来
た
と
い
う

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。〝
凄
い
な
ぁ
〟

と
感
じ
入
っ
た
も
の
で
す
。
私
も
イ
ヤ
ホ
ン

を
つ
け
て
先
生
の
講
話
の
C
D
を
聴
い
て

い
ま
す
。何
度
も
聴
い
て
い
る
の
に
、洗
い
物

や
縫
物
の
手
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ

て
、
ど
う
い
う
訳
か
い
つ
ま
で
も
新
鮮
で
す
。

宇
治
で
先
生
の
お
話
を
聴
け
た
こ
と
は
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

今
私
の
手
元
に
は
、
先
生
の
講
話
の
テ
キ

ス
ト
で
あ
っ
た
『
人
類
無
罪
宣
言
』
に
先
生

の
字
で
、「
無
限
力
」
と
い
う
力
強
い
筆
文
字

が
あ
り
ま
す
。『
私
が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ

る
』
に
は
、「
光
」
と
ご
揮
毫
が
入
っ
て
い
ま

す
。
初
め
て
宇
治
の
練
成
会
に
参
加
し
た
時

の
笑
い
の
大
会
で
、
そ
ば
に
い
ら
し
た
女
性

が
入
賞
さ
れ
、
表
彰
式
で
ご
本
を
二
冊
贈
呈

さ
れ
、
喜
ん
で
席
に
も
ど
っ
て
こ
ら
れ
た
と

き
、
思
わ
ず
「
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、
声
を

太陽の輝き、星々の煌き、花の美しさは、神様の微笑である

G
．
N   

（
50
代
）〈
女
性
〉

N
．
Y   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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間
に
参
加
で
き
る
と
あ
っ
て
、
大
喜
び
で
宇

治
へ
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

世
界
一
周
な
ど
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、世
界
一
周
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
、本
当
に

一
日
一
日
が
天
国
の
よ
う
な
練
成
を
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
明
日
が
終
わ
り
と
い
う
そ

の
日
の
朝
一
番
で
、
個
人
指
導
を
楠
本
先
生

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
親
身
に
な
っ
て

色
々
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
分
経
っ

た
頃
、
若
い
方
が
部
屋
に
飛
び
込
ん
で
こ
ら

れ
、「
も
う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
！
」
と
の
こ

と
。
神
官
装
束
に
着
か
え
て
祭
典
に
出
ら
れ

る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
、
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

た
の
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
練
成
会
が
谷
口
雅
春
先
生
の

お
宅
か
ら
こ
の
宇
治
に
遷
宮
な
さ
っ
た
、
末

一
稲
荷
神
社
が
丁
度
三
十
年
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
、
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
練
成

会
と
は
何
も
知
ら
ず
、
一
生
に
一
回
は
受

け
た
方
が

よ
い
と
い

わ
れ
た
練

成
会
に
参

加
で
き
る

と
あ
っ
て
、

大
喜
び
で
飛
び
込
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
儀
式

が
こ
の
練
成
の
最
大
の
行
事
と
は
、
全
く
知

ら
ず
に
お
り
ま
し
た
。

　

気
が
つ
く
と
申
し
訳
な
く
て
た
ま
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
坂
道
を
駆
け
上
が
っ
て

い
る
途
中
、
下
か
ら
先
生
を
お
乗
せ
し
た
車

が
追
い
抜
い
て
い
き
、
私
が
た
ど
り
着
い
た

と
き
に
は
、
先
生
は
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
、
末
一
稲
荷
神
社
建
立
の
由
来
を
お
話

し
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
終
わ

る
と
神
官
の
最
上
位
に
お
座
り
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
と
た
ん
、
私
の
父
が
、（
十
年
前
に
亡

く
な
り
、
毎
月
月
命
日
に
は
墓
参
り
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
丁
度
先
生
と
背
丈
横
幅
、
お

つ
む
も
そ
っ
く
り
で
、
開
業
医
で
も
あ
り
ま

し
た
が
神
官
も
兼
ね
て
お
り
ま
し
た
）
先
生

の
お
身
体
か
ら
ス
ー
ッ
と
抜
け
て
、
斜
め
上

空
へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
神
官
の
姿
で
。

　
〝
あ
ん
な
に
お
優
し
く
長
時
間
か
け
て
ご

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
は
、
父
だ
っ

た
の
だ
！
〟
と
、
思
っ
た
と
た
ん
涙
が
溢
れ

出
て
、
隣
の
人
に
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

を
わ
け
て
も
ら
い
、
一
人
涙
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

祭
典
は

終
わ
り
、

次
は
精
霊

招
魂
神
社

へ
皆
さ
ん

移
動
さ
れ

ま
し
た
が
、

私
は
、
あ
ん
な
に
泣
い
て
ど
ん
な
顔
を
し
て

い
る
だ
ろ
う
と
途
中
の
ト
イ
レ
に
よ
り
、
鏡

を
見
る
と
、
犬
の
首
輪
の
よ
う
に
十
セ
ン
チ

幅
で
首
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
く
ら
い
赤
け
れ
ば
か
ゆ
い
と
思
い
ま
す
の

に
、
何
の
症
状
も
な
く
、
父
が
「
胸
の
曇
り

は
消
え
る
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思

い
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
ら
翌
朝
に

は
き
れ
い
に
消
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

練
成
会
の
最
終
日
、楠
本
先
生
が「
あ
ん
た

の
は
消
え
て
い
る
よ
」
と
仰
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
が
、そ
の
通
り
、練
成
会
か
ら
帰
っ
て

四
日
目
の
術
前
Ｃ
Ｔ
で
は
、
き
れ
い
に
曇
り

が
消
え
て
お
り
、
勿
論
入
院
も
手
術
も
キ
ャ

ン
セ
ル
と
な
り
、
手
術
予
定
日
の
十
一
月
二

日
は
、
出
雲
市
の
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
で
体
験
発

表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

娘
に
子
宝
が
授
か
っ
た
の
も
、
先
生
の
ご

相手の幸福を祈る心は、自分にも幸せとなって帰ってくる

宝　　蔵 No.90
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指
導
の
お
か
げ
で
し
た
。

　

私
の
人
生
は
、
生
長
の
家
の
み
教
え
、
宇

治
練
成
会
な
し
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
喜

び
を
山
ほ
ど
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
い

て
く
だ
さ
っ
た
楠
本
先
生
の
ご
温
情
に
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
先
生

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

楠
本
先
生
が
ご
昇
天
の
こ
と
、
お
彼
岸
に

旅
立
た
れ
た
と
は
素
晴
ら
し
い
限
り
で
す
。

　

楠
本
先
生
に
は
二
〇
一
三
年
三
月
の
練
成

会
に
参
加
し
た
際
、
個
人
指
導
を
一
度
だ
け

お
受
け
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
は
、
先
生
は
私
の
一
言
一
言
に

笑
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
の
相
談

内
容
は
、
そ
れ
程
シ
リ
ア
ス
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
夫
を
亡
く
し
て
一
人
に
な
っ
て

寂
し
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、「
先
生
、
次
に

誰
か
現
れ
ま
す
か
ね
」と
お
聞
き
す
る
と
、先

生
は
「
ま
あ
、
相
手
が
い
れ
ば
ね
」
と
仰
っ

て
、
ハ
ハ
ハ
で
も
な
い
、
ホ
ホ
ホ
が
混
ざ
っ

た
よ
う
な
、
何
と
も
穏
や
か
な
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
感
じ
で
笑
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

心
が
和
み
ま
し
た
。
先
生
は
「
し
ょ
う
が
な

い
ね
え
、
こ
の
人
は
」
位
に
思
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
お
腹
の
辺
り
の
具
合
が
悪
い
こ
と

を
言
う
と
、『
甘
露
の
法
雨
』
を
手
書
き
し

た
サ
ラ
シ
の
腹
帯
を
下
さ
い
ま
し
た
。
何
と

も
お
優
し
い
先
生
の
ご
心
情
に
感
謝
で
し
た
。

腹
帯
は
今
で
も
時
々
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
宝
物
で
す
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
生
前
は
本
当
に
愛
深
く
祈
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
個
人
指
導
し
て
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
問
題
を
抱
え
て
意
気
消
沈

し
て
、
宇
治
の
地
に
着
き
、
先
生
の
お
話
を

聴
き
、「
八
方
ふ
さ
が
り
で
も
天
が
空
い
て
い

る
、
十
日
間
の
練
成
会
は
受
け
よ
う
と
決
意

し
な
け
れ

ば
受
け
ら

れ
な
い
」

と
教
え
て

い
た
だ
き
、

十
日
間
全

期
間
受
け

る
こ
と
が

で
き
た
の

も
楠
本
先

生
の
ご
愛

念
の
お
陰

で
す
。
先
生
の
祈
り
と
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、

問
題
も
解
決
出
来
ま
し
た
。

　

九
十
才
を
超
え
ら
れ
て
も
皆
様
の
為
に
、

無
我
で
ご
講
話
、
個
人
指
導
を
さ
れ
る
お
姿

に
深
く
感
銘
を
受
け
、
毎
回
楠
本
先
生
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
宇
治
に
行
か
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
生
か
し

て
、
少
し
で
も
多
く
の
方
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
神
・
自
然
・
人
間
の
大
調
和
す
る
人

類
光
明
化
運
動
・
国
際
平
和
信
仰
運
動
に
邁

進
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
楠
本
先
生

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

楠
本
加
美
野
先
生
が
、
今
年
三
月
二
十
三

日
に
ご
昇
天
さ
れ
た
こ
と
を
五
月
号
の
『
宝

蔵
』
で
知
り
、驚
き
と
そ
の
当
時
の
思
い
出
と

未だかつて無駄になった訓練や努力はない

Ｉ
．
K   
（
70
代
）〈
女
性
〉

M
．
Ｊ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

S
．
S   

（
70
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵令和４年６月１日
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お
祈
り
を
始
め
て
く
だ
さ
っ
た
頃
か
ら
咳

も
頭
痛
も
治
ま
り
、
熱
も
三
日
ほ
ど
で
よ
く

な
り
ま
し
た
。
私
も
感
染
せ
ず
陰
性
で
し
た
。

真
心
の
神
癒
祈
願
を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

四
月
初
め
に
、
お
電
話
で
二
つ
の
追
加
祈

願
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
夫
の
大

腸
ポ
リ
ー
プ
の
こ
と
を
祈
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
内
視
鏡
で
取
り
除
い
た
ポ
リ
ー
プ
を

組
織
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
お
か
げ
様
で
追
加

　

長
女
が
コ
ロ
ナ
に
罹
り
、
友
人
が
長
女
と

私
の
祈
願
を
申
し
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
と
こ

ろ
、す
ぐ
に
人
型
が
届
き
ま
し
た
。誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
速
達
で
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
恐
縮
し
ま
し
た
が
、
本

当
に
嬉
し
く
有
難
か
っ
た
で
す
。

い
で
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
百
才
ま
で
長

生
き
さ
れ
、
多
く
の
人
々
を
救
っ
て
こ
ら
れ

た
先
生
、
練
成
会
で
先
生
に
お
会
い
し
ご
指

導
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
の
宝
で
す
。

　

私
も
高
齢
者
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
先
祖
供
養
に
励
み
、
す
べ
て
の
も
の
に
人

に
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
本
当

に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

懐
か
し
さ
で
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
三
年
ほ
ど

前
宇
治
へ
行
っ
た
と
き
、
お
元
気
だ
と
聞
い

て
お
り
ま
し
た
か
ら
安
心
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

先
生
に
は
、
三
十
数
年
前
娘
の
登
校
拒
否

の
問
題
で
、
初
め
て
宇
治
の
練
成
会
に
行
き

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
娘
も
今
は
、

五
十
才
前
に
な
り
男
子
二
人
の
母
親
で
、
結

婚
し
た
長
男
夫
婦
と
同
居
し
て
、
い
い
お
嫁

さ
ん
に
恵
ま
れ
、
孫
ま
で
お
り
ま
す
。
若
い

頃
は
苦
労
も
し
、
人
生
勉
強
も
し
ま
し
た
が
、

今
は
平
穏
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
時
練
成
会
で
、
個
人
指
導
を
頂
い
た
と

き
、「
こ
れ
は
子
供
の
問
題
で
は
な
い
。
貴

女
の
問
題
で
す
よ
。
親
に
感
謝
が
出
来
て
な

い
う
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
出
て
来
る

ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
私
は
頭
を
上
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
生
い
立
ち
に
問
題
が
あ
り
、
大
事
に

育
て
ら
れ
は
し
た
の
で
す
が
、
両
親
に
感
謝

は
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
の
ご
著

書『
父
母
の
愛
を
求
め
て
』、『
流
産
児
よ
安
ら

か
に
』
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
自

分
の
生
い
立
ち
と
重
な
り
、
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

先
生
は
、
特
に
流
産
児
供
養
に
心
血
を
注

自ら進んでするとき、困難は困難でなくなる

人
型
が
届
い
て
か
ら

　
　
　
　
治
ま
り
ま
し
た

M
．
N   

〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

追
加
の
祈
願
が
成
就

K
．
T   

〈
女
性
〉

宝　　蔵 No.90
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ん
な
に
あ
り
が
た
い
か
、
今
ま
で
感
謝
で
き

な
か
っ
た
と
反
省
し
、
感
謝
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
お
電
話
で
お
祈
り
の
追
加
を
お

願
い
し
た
と
き
、「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」
と

仰
っ
て
く
だ
さ
り
、
心
が
と
て
も
軽
く
な
り

ま
し
た
。
祈
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
頂

い
て
お
り
ま
す
お
役
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

娘
の
安
産
祈
願
が
成
就
い
た
し
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
成
就

す
る
ま
で
に
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

妊
娠
早
々
、
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
子
宮
筋

腫
が
産
道
を
塞
い
で
い
る
の
で
、
帝
王
切
開

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
診
断
で
し
た
。

神
癒
祈
願
の
お
陰
で
七
～
八
ヶ
月
頃
に
は
、

筋
腫
が
な
ぜ
か
上
の
方
に
引
っ
張
り
上
げ
ら

れ
て
、
産
道
が
開
い
て
自
然
分
娩
で
出
産
で

治
療
な
し
と
い
う
良
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
三
月
末
に
私
は
胃
カ
メ
ラ
を
受

け
、
そ
の
時
一
部
を
取
り
、
組
織
検
査
に
出

し
て
い
た
為
、
祈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
少
の
頃
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
た
よ
う
で
、

慢
性
胃
炎
へ
と
進
ん
で
い
る
た
め
、
数
年
前

に
除
菌
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
年

胃
カ
メ
ラ
を
受
け
、
五
年
ほ
ど
強
い
薬
を
服

用
し
て
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
強
い
薬
を
服

用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
不
安
に
な
り
、

別
の
先
生
に
診
て
も
ら
い
た
い
と
、
三
月
末

の
受
診
に
至
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
経
緯
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、「
し
っ
か
り
胃
の
中
を
診
ま

し
ょ
う
」
と
仰
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一

部
は
組
織
検
査
に
出
し
ま
し
た
が
、
結
果
は

悪
性
細
胞
な
し
、
除
菌
も
成
功
し
て
い
て
、

胃
は
と
て
も
き
れ
い
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

長
年
服
用
し
て
い
た
強
い
薬
も
不
要
に
な
り

ま
し
て
、
定
期
的
に
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
る
よ

う
に
と
だ

け
言
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事

を
通
し
て

日
常
が
ど

　

孫
の
医
師
国
家
試
験
合
格
祈
願
の
た
め
、

『
聖
経　

甘
露
の
法
雨
』全
項
目
を
写
経
し
奉

納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
、

試
験
に
合
格
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
時
は
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
ま
し
た
が
、
二

日
ほ
ど
の
軽
症
状
で
完
治
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
健
康
状
態
は
良
好
で
、
無
事
に
元
気
な

女
の
子
を
出
産
し
ま
し
た
。

　

母
子
と
も
に
健
康
で
、
元
気
に
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。
神
癒
祈
願
の
お
陰
と
、
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

子供の天才が芽吹こうとする「今」を見逃してはならない

孫
が
国
家
試
験
に
合
格

H
．
M   

〈
女
性
〉

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

無
事
に
娘
が
出
産
し
ま
し
た

K
．
Ｉ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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11日(水)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(金)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(月)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(木)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００・１３:００～１６:００
※お申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
(担当講師の希望はお受けできません)

使用媒体：zoomまたはメッセンジャー
お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ

「生長の家宇治別格本山」までメッセージをお願い致します。
メッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信
ください。練成部より担当講師等の連絡事項を返信いたします。

練成会は、令和４年７月まで中止が
決定しております。
再開につきましては、ホームページ
またはFacebook、お電話でお問い
合わせください。

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留
にてお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されま
す。オンラインでご供養ください。

11日(水)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(金)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(月)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(木)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００・１３:００～１６:００
※お申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
(担当講師の希望はお受けできません)

使用媒体：zoomまたはメッセンジャー
お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ

「生長の家宇治別格本山」までメッセージをお願い致します。
メッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信
ください。練成部より担当講師等の連絡事項を返信いたします。

練成会は、令和４年７月まで中止が
決定しております。
再開につきましては、ホームページ
またはFacebook、お電話でお問い
合わせください。

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留
にてお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されま
す。オンラインでご供養ください。

11日(水)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(金)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(月)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(木)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００・１３:００～１６:００
※お申し込みにより日程を調節します

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
(担当講師の希望はお受けできません)

使用媒体：zoomまたはメッセンジャー
お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ

「生長の家宇治別格本山」までメッセージをお願い致します。
メッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信
ください。練成部より担当講師等の連絡事項を返信いたします。

練成会は、令和４年７月まで中止が
決定しております。
再開につきましては、ホームページ
またはFacebook、お電話でお問い
合わせください。

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留
にてお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されま
す。オンラインでご供養ください。
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